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研究成果の概要（和文）：本研究では，競技スポーツ選手と運動習慣のない大学生を対象に，質問紙調査ならび
にスクリーニングテストを行い，競技別の仙腸関節障害の頻度を明らかにすることを目的とした．その結果，仙
腸関節痛の既往率は競技間で有意差を認め，バスケットボールに比べ，水泳（既往率40%）で頻度が高かった．
現在の仙腸関節障害の有訴者率は競技間で有意差を認めなかった．仙腸関節痛の既往率は競技間で異なることか
ら，競技動作の反復が障害発生に影響する可能性が考えられる．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the prevalence of sacroiliac 
joint disorders by sport. Questionnaires and screening tests were conducted in athletes and 
collegiate students without exercise habits. The prevalence of sacroiliac joint pain significantly 
varied between different sports and was more frequent in the sport of swimming (40% prevalence) than
 in basketball. The prevalence of current sacroiliac joint disorders did not differ significantly 
between sports. The prevalence of sacroiliac joint pain differed between sports, suggesting that 
repetitive sports activity may influence the occurrence of this disorder.

研究分野：スポーツ医学，スポーツ理学療法

キーワード： 仙腸関節　腰部障害　競技スポーツ　女性アスリート

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により，仙腸関節痛の既往の頻度が競技間で異なることが明らかとなった．障害予防法を検討する上で
は，まず障害頻度の高い競技を明らかにする必要がある．本結果は，アスリートの仙腸関節障害予防の一助とな
ることが期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

仙腸関節は仙骨と腸骨で構成される滑膜関節である．仙腸関節性腰痛は，仙腸関節部に疼痛を

生じ，腰痛全体の約 15%を占める（Schwarzer, 1995）．若年者から高齢者まで男女ともに生じる

障害であり，競技スポーツ選手では，椎間板ヘルニアと同程度の頻度で生じる一般的な病態であ

る．しかし，多種目を対象にした疫学調査は行われておらず，競技種目ごとの頻度は明らかにな

っていない．発症要因としては，不安定性を有した仙腸関節で不自然な反復運動が行われること

が一因と考えられており，仙腸関節障害を有する者では，その可動性が増加することが報告され

る（Jacob, 1995）．しかし，仙腸関節の可動性はわずか数度と乏しく，その動きを計測すること

は困難であったため，発生機序は明らかになっていない．また，仙腸関節障害を有する患者では，

体幹筋の筋反応時間が遅延することが明らかとなっており（Hungerford, 2003），発症に体幹筋

の機能低下が関係することが示唆される．しかし，スポーツ動作中の筋活動は明らかになってい

ない． 

 
２．研究の目的 

競技スポーツ選手と運動習慣のない大学生を対象に，質問紙調査ならびにスクリーニングテ

ストを行い，競技別の仙腸関節障害の頻度を明らかにすることを目的とした．また，仙腸関節障

害の発生に関わる仙腸関節の挙動・筋活動様式を明らかにすることを目的とした． 

 
３．研究の方法 

（1）競技ごとの仙腸関節障害の頻度調査 

 競技経験 3年以上の女性アスリート 94名（陸上トラック競技 25名，バレーボール 22 名，サ
ッカー14 名，バスケットボール 18 名，水泳 15 名），定期的な運動習慣（週 2 回，1 回 30 分以

上）のない女子大学生 21 名を対象とした．仙腸関節痛に関する質問紙調査とスクリーニングテ

ストを行った．男性（陸上短距離選手，運動習慣のない大学生）の調査も行ったが，期間内に複

数競技で男性の測定を行うことが困難であったため，解析対象は女性のみとした． 

【質問紙調査】質問紙調査は対面による一対一のインタビュー形式で行った．仙腸関節痛の既往，

現在の仙腸関節痛を調査した． 

【スクリーニングテスト】One finger test と 3種類の整形外科的テストを実施した．One finger 

test は，疼痛の最も強い部位として上後腸骨棘（PSIS）あるいは周囲を指し示す場合を陽性と

した．整形外科的テストとして，Newton test 変法，Patrick test，Gaenslen test を行い，3つ

のテストのうち 1つ以上が陽性である場合，整形外科的テスト陽性とした． 

【分類方法】PSIS またはその周囲に限局した片側性疼痛の既往を有する者を「仙腸関節痛の既

往あり」とした．調査時に片側性疼痛を有する者を「仙腸関節痛あり」とした．調査時に仙腸関

節痛を有する者のうち，疼痛の最も強い部位として PSIS またはその周囲を示す（One finger 

test），整形外科的テストが陽性の全てを満たす者を「仙腸関節障害あり」とした． 

【統計解析】仙腸関節痛・仙腸関節障害と競技活動との関係について，カイ二乗検定により比較

検討し，有意差を認めた場合は多重比較検定を行った． 

（2）仙腸関節の挙動・筋活動様式 

仙腸関節障害の有訴者を特定競技より集めることが困難であったため，仙腸関節痛の既往を

有する男子大学生 9名，健常男子大学生 12名を対象に片脚立位時の体幹下肢筋活動，関節挙動

を計測した． 



 
４．研究成果 

（1）片側性仙腸関節痛の既往 

仙腸関節痛の既往率は陸上トラック競技 16.0%，バレーボール 13.6%，サッカー21.4%，バスケ

ットボール 0%，水泳 40.0%であり，競技間で有意差を認めた（p = 0.046）．多重比較検定の結

果，バスケットボールに比べ，水泳で頻度が高かった（p = 0.0045）（表 1）． 

 

（2）現在の片側性仙腸関節痛 

現在（調査時）の仙腸関節痛の有訴者率は陸上トラック競技 4.0%，バレーボール 4.5%，サッ

カー14.3%，バスケットボール 0%，水泳 13.3%，運動習慣のない大学生 4.8%であり，競技間で有

意差を認めなかった（p = 0.475）（表 2）． 

（3）現在の仙腸関節障害 

現在（調査時）の仙腸関節障害の有訴者率は陸上トラック競技 4.0%，バレーボール 0%，サッ

カー14.3%，バスケットボール 0%，水泳 13.3%，運動習慣のない大学生 4.8%であり，競技間で有

意差を認めなかった（p = 0.251）（表 3）． 

 

本研究の結果より，仙腸関節痛の既往率は競技間で異なることが明らかとなり，競技動作の反

復が障害発生に影響する可能性が考えられる．片脚立位時の筋活動，関節挙動については解析を

進めている．今後は対象者数を増やし，仙腸関節障害の有訴者に特徴的な競技動作中の筋活動や

関節挙動を明らかにすることにより，障害予防に繋がることが期待される． 
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